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総合的な学習の時間の全体計画
（１） 「総合的な学習の時間」（はばたけ・Ｔｉｍｅ）の推進全体構想図

武本部 の精神で 未来を 担い，明日を 切り拓く 人づくり

国や県の施策・法的根拠 学 校 教 育 目 標 学校・子供の実態

◇ 日本国憲法 ◇第三次教育 【 つよく・ゆたかに・かしこく 】 ◇ 校長・教師の教育理念・指導力
◇ 教育基本法 振興計画 ○ ねばり強く た く ま し い 子 【情】 ◇ 児童の実態と将来への夢や希望
◇ 学校教育法 ◇県教育長短期 ○ 明 る く 心 ゆ た か な 子 【意】 ◇ 学校課題，めざす学校・教師像
◇ 学習指導要領 推進計画 ○ よく 考 え 進んで 学習する子 【体】 ◇ 持続可能なめざす地域社会像

国頭事務所・町教育推進計画 本校教育の重点実践事項 保護者・地域の実態

■国頭教育フロンティアプラン ◆「時を守り，場を浄め，礼を正す！」 ◇ 保護者の「期待」と「ねがい」
■「社会に開かれた教育課程」 ①「関 わ る 力」人間関係構築能力 ◇ 地域社会の実態、「期待と要望」
◆本部町 第四次総合教育推進計画 ②「見つめる力」見通しを持ち計画性 ◇ めざす保護者（父母）像
◆本部町学力向上推進委員会理念 ③「向 か う 力」課題解決へ向かう態度 ◇ 幼小中保護者の連携・融合
◆本部町教育委員会の 教育構想 ④「決 め る 力」決断力と実践意欲 ◇ 地域の人材、地域教育資源活用

⑤「進 む 力」協働的に前へ進める実行力

キャリア教育 「総 合 的 な 学 習 の 時 間」の 基 本 理 念 道徳教育

◆児童個々や保護 ■ 「総合的な学習の時間」（はばたけ・Ｔｉｍｅ）の目標 ◆社会の一員とし

者に対して「個 ① 地域の素晴らしさに学びながら、地域での体験的な学習や問題解決的な学習を ての「自己実現」

性や適正を理解 通して、友達と協力して「協働的」に、より良く解決する資質や能力を育てる。 など自立（自律）

させ、人間とし ② 自ら学び自ら考える力を育成し、学び方やものの考え方を身に付けさせるとと した社会人として
ての「生き方・ もに、自己の生き方についても考えることができるようにする。（人間性） の自覚を深め、道
在り方」を養う。 ③ 各教科等で身に付けた知識や技能等を相互に関連付けて、それらを相互に働か 徳的実践力を育成

せて横断的な「新たな知」によって問題解決に向かう主体的な態度を養う。 する。

育てたい資質・能力

追 求 力 表 現 力 人 間 力
○各教科で学ぶ「知識・技能」 ○「思考力・判断力・表現力」等 ○自己の生き方，人間性，他と協働
○課題設定力 ○課題追究力 ○「情報の取捨選択」○「まとめる」 ○学びに向かう態度，地域貢献

「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 の 各 学 年 目 標 ・ 主 な 学 習 内 容

第 ３ 学 年 第 ４ 学 年 第 ５ 学 年 第 ６ 学 年

【追究力】 【追究力】 【追究力】 【追究力】

地域の砂浜に産卵するウ 身近な地域の環境について 地域の産業について知り、 地域の歴史を見つめ、課題を

ミガメに興味を持ち，自分 課題を見つけ、その課題を防 調べたいことを見つけ、課題 設定し、情報を取捨選択し目的
なりの課題を見つけ，追究 災や安全の観点で解決してい を追究し、情報を収集選択す に応じて整理し、地域の未来を
することができる。 くことができる。 ることができる。 思考することができる。
【表現力】 【表現力】 【表現力】 【表現力】

追究した課題を友達と協 追究した課題を専門機関と ＪＡや役場（農林水産課） 調べたことや体験したことを
力し、美ら島財団と関わり 関わりながら自分なりの方法 と関わりながら、調べたこと まとめ、「つながり合って生き
ながら分かりやすくまとめ でまとめ、防災・安全の観点 や体験したことをまとめ、効 てる」ことを中心に据え、将来
発表することができる。 で伝えることができる。 果的な発表ができる。 を見つめ、表現できる。

【人間力】 【人間力】 【人間力】 【人間力】

未来にどのような海を残 身近な地域の環境に関心を 自然環境と産業について学 自他の生命の大切さ、これか

していくべきか考え、自分 持ち、地域の一員として自分 び、生活の中に生かすととも らの自分の生き方や、将来の本
が出来る自然保全を実践す たちにできることは何か見つ に、地域の産業の将来につい 部町について考え、社会に貢献
ることができる。 け、実践することができる。 ても考え、行動できる。 していこうとする事ができる。

各 教 科 道 徳 特 別 活 動 環 境 教 育

◇各教科の授業で「わかる ◇自分が所属する様々な集団 ◇学級活動で児童個々の「自 ◇日常の中で普段見過ごされて
こと・できること」、学習 の意義を理解し，役割と責 尊感情」を高め，望ましい いる様々な問題を発見し、関
したことや「培った力」 任を自覚し，集団生活の向 人間関係づくりを行う。 心を持つことで、環境と自ら
を「総合力」として発揮 上に努めようとする態度を ◇児童会や委員会活動を通し の生活を結びつけて考えられ
させる。 育てる。 て，自己の良さを伸ばしな る態度を養う。

◇教科の目標に沿って習得 ◇より良い生き方について様 がら，自治能力と責任感を ◇日常生活の中に潜む問題が、
した「知識・技能」や素 々な角度から考え価値を豊 育んでいく。 地域や地球規模の問題と深く
養を横断的に活かす態度 にし，望ましい人間関係を ◇行事等を通して，地域社会 関係している事を知り、互い
を育てる。 育てる。 と協働（コラボ）した体験 の繋がりを考えられる態度を

◇学び直しやスパイラルを ◇勤労の尊さや意義を理解し 活動を実施することによっ 養う。
取り入れ「習得・活用型」 社会奉仕の精神や公共の福 て，社会性や地域集団の一 ◇様々な教科・領域で学習した
授業を実践する。 祉に努める態度を養う。 員としての自覚を育む。 事を関連づけ、多角的に考え

る態度を養う。

「総合的な学習の時間」推進のための基盤（条件整備）

学級経営の充実 全職員の職能技術 保護者・地域とのコラボ 関係機関とのコラボ
①より良い人間関係づくり ①教職員の協働体制の確立 ①地域の人材・資源の発掘 ①幼保小中との校種間連携
②生徒指導の三機能の充実 ②校内外研修・不断の努力 ②地域の教育力を生かした行事 ②教育行政との連携
③基本的生活習慣の確立 ③地域人材リスト作成 ③本部グッジョブ協議会と連携 ③国・県・町の公共施設と連携
④将来の夢や希望を育む ④地域教育資源リスト作成 ④校区内の各公民館・区長さん ④公立名桜大学との連携強化
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